
エスニック・メディアの展開と日本社会：

1896年～1999年の考察
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現在，日本のジャーナリズムは，根本的な国際的

変化に直面している。特に放送分野では，国際的な

規制緩和，市場開放．新規参入瀞によって。欧米か

らの巨大異業種資本の参入や．それに伴う放送の

rTlJ場化」が急激に進展しており，その結果、従来

のＨ本型のジャーナリズムの在りﾉjrが，根元から|Ⅱ】

い直されようとしている。

また，１１t界的な放送資本が参入する一方，国内に

居住するアジア・ll2i米出身の在ロ外国人による，小

資本の.異衝なジャーナリズムが次第に支配的な言

論媒体の領域に参入してきていることが注目され

る＝従来，こうした媒体はi三流のジャーナリズムと

はみなされてこなかったが近ｲ'二の「国内の国際化」

といわれる未曾有の変動のもとで，熈悦できない存

在になりつつある。

エスニック・メディアと呼ばれるこれらの媒体

はい従来の活字媒体に加え．放送分野にも積極的な

進出を始めており，多くの日本人層を獲得するに至

っているc文化的・宗教的背景の異なる言論媒体が，

今後の１１本社会に対してどのような影響を及ぼすの

かは，ますます重要なテーマとなるであろう。

エスニック・メディアとは，当該社会に居住する

少数民族集団を主な送り手・受け手とし，民族意識

が何らかのかたちで表出されている媒体を指す。エ

スニック・メディアの概念規定を図示したものが図

ｌである。

エスニック・メディアの主な社会的機能としてま

ず挙げられるのは，第一言語による生活情報や，当

該社会に関する社会的情報の提供である。少数民族

集団がこれらの媒体にかかわることは，より効率的

な形で当該社会における資源を獲得することを可能

にする。その代表的なものは，行政・国際交流'１１体
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北政ｉｆｒｉｌ９－－媒(l凡の内容一政論的

や鴬利企業主体の媒体である。日集団の権利・権益

を言論を通じて当該社会に訴える媒体の場合，受け

手はむしろ当該社会側に想定され，政治的・民族主

義的側面がより強調される傾向がある。例えば，民

族・政治組織もしくは市民団体主体の媒体がこれに

該当する。

本論文では，エスニック・メディアの持つこうし

た特徴を。日本社会との関係の変遷を踏まえて明ら

かにすると同時に，今後の展開が，｜]本社会および

既存のジャーナリズムにどのような意義を持ちうる

のかを考察する。

1．朝鮮植民地期におけるエスニック・メディアの

展開：民族解放運動とのかかわり

朝鮮植民地期における在日朝鮮人の言論活動は．

ロ本による植民地支配の実態と関連して．３つの時

期に区分される。第１期は，１９世紀末から統監府

時代，韓国併合を経て，「武断政治」のもと，「３．

１独立運動」が勃発する1919年までである。

在日I|ﾘ)鮮人がつくった最初の定期刊行物は．李朝
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行されている．1920年代後半には「新興科学』「現

階段」ｉ理論闘争』等，実践と結び付いた社会科学

的な雑誌が創刊された。

しかし，特に治安維持法の成立後，政府による言

論弾圧は苛烈さを極め，留学生や労働団体による連

動は次第に後退を余儀なくされたため，「学之光」

をはじめとする雑誌・新聞が次々に廃刊に追い込ま

れた。

第３期は，「満州事変」の発生した1931年から，

1945年の日本の敗戦までである。1930年代，日本

は大陸侵略のための軍事経済基地として朝鮮半島を

位置付け，「|]|劃大陸における全面的な軍事行動に即

応できるように戦争動員体制を強化した。

当時の在日朝鮮人の多くは，すでに日本国内で生

活基盤を形成しており，定住化が進んでいた。こう

した背景のもとに誕生したのが，「民衆時報」等の

本格的な朝鮮語新聞である。同紙の特徴は。それま

での媒体と異なり，ごく一般の在日朝鮮人の視点か

ら報道しようとした点にあった。しかし，’三1本国内

では他にあまり例のない朝鮮語新聞であったため。

常に警察当ﾙi)による厳しい監視1s‐に置かれ，たびた

び発禁処分にあった後．1936年に廃刊を余儀なく

された。

この頃の朝鮮半島では，朝鮮民衆の完全な皇国国

民化を目標とする「内鮮一体」が強引に押し進めら

れ，反日運動は地下に追いやられていた。また．民

族新聞は増大する言論活動への圧迫に抗しきれず，

1940年までにすべて廃刊させられた。日本国内に

おいても同様で。この後，再びエスニック・メディ

アが活発に展開するのは，日本の敗戦以降である。

一方，この時期の在日朝鮮人を対象とする媒体と

して．「融和親睦団体」の機関紙・誌が数多く刊行

さｵした。1920年代以降，在|]朝鮮人運動への収}）

締まりを強化していた政府は，他方で賃下げ，解雇，

失業などに苦しむ彼らの取り込みを融和団体に指示

し抗日的行動を抑える方針を推進した。融和|if1体

は，朝鮮人の保護と生活救済をスローガンに掲げた

が，その厳大の活動目的は同化事業にあり，日本語

学校の設置とともに日本語紙・誌を数多く発行して

いた｡１９２９年から1942年までに刊行されたエスニ

ック・メディアのうち，品も多いのがこれらの媒体

政府から派遣された詔学生団体によって創刊された

｢親睦会会報』（1896年）である。留学生による論

説，本国政府の動向，世界各国の動きなどを掲載し

ていた同誌は，朝鮮半島にも送られて啓蒙的な役割

を果たしていた。その後，植民地化政策に反発を強

めた留学生団体は民族主義的な言論活動を開始した

が1910年の「韓国併合」をきっかけに．政府に

よる監視体制が強まり，『大韓興学報」（大韓興学会）

をはじめとする多くの機関誌が廃刊に追い込まれ

た。こうした中，度重なる発禁処分にもかかわらず，

東京朝鮮留学生学友会によって創刊されたのが「学

之光」である。当時，同誌は朝鮮人自身の朝鮮語に

よる唯一の総合誌として，多岐にわたる内容の記事

を掲載し,約半分の部数が朝鮮半島にも送り込まれ，

民族意識の高揚に大きな役割を来たした。また，極｜

外では『韓族公報」「韓人新報』「国民報」「新輔学

友報１１独立新聞』等が刊行され，その一部がロ本

国内に持ち込まれていた。留学生の運動は厳しい抑

圧のなかで益々強まり，１９１９年の「２．８独立宣

言」および「３．１独立運動」につながっていく□

第２期は．1919年から満州事変の起こる1931年

までの時期である。この間，第一次世界大戦後の

｢民族自決主義」の理念や，ロシア革命によるソビ

エト政権の樹立によって，世界の民族解放連動の気

運が高まる一方，日本国内では大正デモクラシーを

背景として近代的政党政治が成立し，自由主義思想

が台頭していた。「３．１独立運動」により武力だ

けで朝鮮を統治することの不利をさとったＨ本政府

は「文化政治」の看板を掲げるが，様々な矛盾と欺

儲性を内包していたため，朝鮮人による民族意識の

高揚は激しく、日本の進歩的革新勢力と連帯した労

働運動や民族解放運動が繰り広げられたニ

朝鮮半島から移入した労働者は，史上空前の経済

大恐慌のなかで労働団体を次々に組織し，社会1ﾐ義

的な機関紙・誌を多数発行していた。例えば，朝鮮

と日本のプロレタリアートの団結と連帯を唱える在

日本朝鮮労働総同盟の機関誌『朝鮮労働』をはじめ，

民族的無政府主義の宣伝を目的とする「太い鮮人ｊ

ｉ現社会j，民族の独立と共産主義的思想を普及する

『斥候隊』,科学的社会主義の立場に立つi思想述動j，

広範な無潅階級のための啓蒙紙『大衆新聞ｊ等が刊
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である１．

械比地期の在[1朝鮮人媒体の問題点は．送')手の

ほとんどが氏族解放運動や社会主義運動に|典lわって

いたため，体iliU側の厳しい干渉を受け，長期間継続

的に発行ざｵLたものが少なかったことである。また，

総`１Ｍ・的．Ⅱｲ政的基盤の脆弱性によって言論活動が大

きくｌＩｉＩ約されていた。識字率が低かった当時の'１ﾘ]鮮

では，殿大衆を含む広範な階層を対象とするマ

ス・メディアの発達が非常に困難であり，朝鮮にお

ける笥論活動の担い手と受け手は，学生をはじめと

するfll識人liWに限られていたＣこうした'M)題は，｜｜

本l盃|内においてもほぼ同様であり，在日朝鮮人媒体

は、氏族愈識の激しい高揚にもかかわらず，限られ

た範'１Nで植民地支配に対する抵抗を展開せざるを得

なかった。

朝鮮植民地期の言論史は．同時にまた１１ﾘ]鮮の近代

新'１１１史でもある。朝鮮半島における近代ジャーナリ

ズム．およびｲiHHIlﾘ]鮮人を対象とするエスニック．

メディアの成立は．Ⅱ本による過酷な植民地肯論政

策の|'制＃1に致したため，独自の言論の発達を遂げ

るⅡ｢能'|ﾂﾞliがほとんど閉ざされたまま展|;Hせざるを得

なかったⅣこのことは．解放後の自由なジャーナリ

ズムを発腔させていく上で深刻な問題を残すことに

なった。

ここで。1911ｔ紀末期から今世紀初頭の中同系媒

体の腱ＩｌＭに『;及しておく二当時，中国人留学生や亡

命家Ｗ《命家たちは.日本で一大革命勢力を形成し、

ii1i発な詩論iili動を通して，西欧政治思想や近代文化

の本ｌ１Ｒ１への啓蒙，科学技術の普及に大きな影弊をＩＩＬ

たしていた。梁啓超は「清議報」（1898年)．１斬民

幾W{』（1902ｲ'二）において，保皇党人の立場から立

懲ｲｉＭｉｌの突現にＩＩＬﾘけた言論活動を行う一方，孫文

は1905ｲｉｉの'illJil革命同IMi1会の結成を機に「氏報」

を1:ﾘｲ｢し，10111命派の言論活動を展|淵していった。ｌＩＩ１ｊ

背は，改良か雌命か、立憲か共和かをめぐって大I論

戦を繰I)広げ，術外国の兼備媒体を巻き込んだ磯倫

に発腔したが緒ﾊｩ，革命党人の全1iii勝利に終わ{)，

｢新氏投lilijは1907ｲ|：に廃1:Ⅱに追い込まれている、

)'1時のｲI:lllW`ｻﾞ:生媒体は．革命派の影響を受けた術

外lKlの判儒媒体のなかでも、質．量，そして,１，同へ

の影郷という点で肢も人きな役割を果たしていた”

辛亥jliH命後，IIjび中国人留学'１ｚによる活発な『而諭

i門劾が行なわれるのは，「満州事変」以降であるし．

､11時の留学生のほとんどは，救国のために必要な科

学知識を得ることを目的としておI)，多かれ少なか

れ抗ｌ１的．愛|上|主義的性格を持っていた。しかし，

1937年に|]１１１戦争が始まると，fW学/'１は.芹にIiIi

llilし，Ｗｌ学生による言論活動の歴史に－１｣.終112符を

打つことになった』だ

2．戦後初期～高度経済成長期におけるエスニック・

メディアの展開：イデオロギー化と分断

1945年の敗戦から数ケ月のうちに．’]イミの'１１版

界では鵜しい数の雑誌が創刊．復刊された。それら

の中には，自分たちが新しい日本を作るという気概

で作られたものが多く，日本の言論の歴史の111でも．

とI〕わけ多様性と自由に満ちた時代であったルゲに､

終iiiliiIhl:後の在日朝鮮人は，日本で初めて言論活動の

Ⅲ111を手にすることができたため，様々な新聞．雑

磁を発行していた、

そうした状況に混じって創刊された｜氏jZIlﾘI鮓ｊ

は，氏族自主団体の全国的な組織として結成された

ｲ[,]本朝鮮人連盟（朝連）のもとで1946年に剣|:リ

された雑誌である。編集人の金達寿は，戦争ＩＩＪから

'１１謎の刊行の構想を練っていたが終戦直後の「ll21j

場した混乱状態」のなかで，戸過去三十六年といふ

水い時'111を以て歪められた朝鮮の歴史．文化伝統

群に対するロ本人の認識を正」すために剣|:Ｉを決愈

した。｜il誌の内容は，文芸や歴史論文も放せて総合

雑誌的紙而作りをしていた点に大きな特色があっ

たコイI;}{１１ﾘ]鮮人文学の始まりともいえる?11時におい

ては．まだ様々な思想が混沌としているのが実Ｉ１ｌｉで

あった。こうした状況に大きな転機をもたらしたの

が『解放新IlILといった民族新聞やｊｍｉﾐ朝鮮｣|で

あり．｜可誌は金達寿をはじめとする多くのｲﾔ下作家

たちをf｢てるとともに，その後の在日I1jM鮮人文学の

ﾉﾉli11性を決定づけたご例えば，？!』時のｲIﾐ11作家たち

の''１１で繰り広げられていた論争に，作iW1を'１ﾘｊ鮮綿で

１１１:<べきか．｜と1本語で書くべきかという''１１題があっ

た｢，｜]ｲえi禍創作は朝鮮文学たI)えないとする繊論に

対して．金達寺は|］本語による朝鮮文学のlU能性を

－１１３－
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わきｵしていた｢Ｍ息政府の動向に対して．全lITi講和，

反戦)|i和といったスローガンで応じていたがその

背後にはアジア・アフリカとの連帯を目指す新たな

民族意識の芽生えがあった｡

征'二|社会の雑誌におけるfIi時のこのような特徴

は，1950年代半ばの在11朝鮮人運動の路線転換を

境に人きぐ変化することになる。1954年１１月に創

刊された「新しい朝鮮ｊは，民戦の機関誌として８

号まで発行されたが，民戦から在日本朝鮮人総連合

会（総連）への転換（1955年）後は，「新朝鮮」と

改称され，１号･だけ発行されて終刊となった。同誌

は前出の２誌と比べ民族組織の機関紙としての役割

を強めておＩ)，内政不Ｔ渉の立場から，Ｆ政治学習」

と「生活権闘争」などの記事を掲載していた。

1950年代後半から1960年代初頭．総連系の機関

紙・誌によって取り上げられた大きなテーマは，北

朝鮮'1}国事業の推進であり，祖国の紹介や帰国者の

動向が盛んに報じられた。一方．民団側は対抗的キ

ャンペーンを様々な媒体を通じて展開した。しかし．

1960年代から「統一日報』等，南北のイデオロギ

ーに包摂されない新たな雑誌が創刊され．在}]朝鮮

人媒体は新たな腱開を遂げることになる。

追及し，「民主朝鮮』誌上で精力的な文学活動を行

なっていった。

『民主朝鮮」のもう－．つの特徴は．｝|本人による

執筆が多く，－部の受け手に|]本人読者層が想定さ

れていたことである。誌'二にはい金が「新日本文学」

の会員であったことも関連して，徳永直．小111切秀

雄，中野重治をはじめとする多くの左翼革新派の日

本人作家の名をみることができる。また，朝連とn

本共産党のつながりは，同誌の編集方針にも大きな

影響を及ぼしていた。しかし．冷戦という情勢のな

か，政府は団体等規制令の適用による朝連の解散を

強行し・そのあおりを受けて|｢民主朝鮮』は1950

年に停刊のやむなきに至った。

「民主朝鮮ｊの後継誌として，1951年に「朝鮮

評論」が大阪で創刊された。｜可誌は，「民主朝鮮」

と比べ，朝鮮民主主義人氏共和国や在|]朝鮮統一民

主戦線（民戦）といった民族組織との関わりを深め

ていた点に特徴がある。民戦は当時，在日朝鮮人連

動に大きな影轡力を持っていたが同誌は民戦の活

動方針に沿う形で発行され，機関誌的な役割を努め

ていた。共和国との結び付きが強まった背駄には，

当時共和国とのルートが徐々に開け，関係が緊密に

なってきたことや，平和条約の発効によ})ＧＨＱの

誌面への規制・検閲がなくなったことが挙げられ

る。

ア朝鮮評論」の内容は，休戦中とはいえ未だ戦争

中である祖国の政治社会情勢をはじめ，日本政府の

在日朝鮮人政策に対する批判などが主である。誌ｉｉｉ

からは，執舗者達の民族意識が次第に切迫化してい

く様相が伺える。例えば，創刊号の「在日朝鮮文化

人の課題」（金鐘鳴）では，世界的にひろがる新た

な民族意識の高揚と独立へ向けた気運に触れなが

ら，日本の戦後政治の逆コース化の中で、再軍備と

在日朝鮮人への迫害が進む情勢に対する強い危機感

が表わされている。執筆者たちにとって，こうした

問題は一連の事態として捉えられていた.

また，ｉ朝鮮評論」では，『民主朝鮮」と同様に，

左翼革新勢力の日本人執筆者による論文が数多く掲

載されていた。当時の左翼革新勢力は，破防法の施

行や自衛力の増強，あるいは「日の丸」掲揚等によ

るナショナリズムの高揚というかたちで象徴的に表

３．１９７０～80年代におけるエスニツク・メディア

の展開：イデオロギーの相対化

1970から1980年代，民族組織とそれを基盤とす

る媒体の影響力はい在日社会の中で徐々に低下して

いった。その背景には，在日社会の世代交替が進み，

日本社会への定着が明確化する一方，民族組織は依

然として本国政治の遂行を最重要視し，在日の生存

権や生活権一日本社会への定着化に伴って発生する

問題一を中心的な運動の課題として取り上げなくな

ったことが挙げられる。

この時期の在日社会は，111tの時代から２世の時

代へ次第に移行していた。彼らの多くは日本語を母

語とし，また祖国を直接知らない人々であった。

1974年の統計によると，在日朝鮮人総数およそ６４

万人のうち，「朝鮮生」が約２割に対し，「日本生」

が約７割強。これに幼いときに親にしたがって渡日

した屑を加えると，祖国を知らない世代は約８割に

－１１１－
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達するようにな')、既にｲlﾐ齢別構成において，211ｔ

は〈|：'1朝鮮人社会の''１卿働を形成しつつあった．

また，大Ｗｌｉ藤・人I1iliilifIiに特徴づけられる両度

経済成長や＃ｌｊＩＩｊ化のlj1;禅によって，個人的・仏的な

llIi値観が在１１社会にも波及しつつあったにもかかわ

らず．彼らが依然として様々な社会差別に'１１〔、iして

いるという状刊dにかわ|)はなかった。こうした行ｌｊｌ

の'|]で、［|本社会への定粁化を前提に，いかにﾉﾋ存

椛や生活権を確N/:するかが２世の間で認識され．｜可

時に，定着化にともなって発生する日本社会への|Ｉｉｌ

化をどのように食いlLぬるかという問題が焦点化さ

れるようになった。

ちなみに，定消化伽|可が促進された妥川として，

|Ⅱ:代交替のほかに，Ⅲi北ＬＵＬｊの相同に対･する在11社

会の認識の変化が挙げられる。特に，1950ｲﾄﾞ代後

半から始まった北朝鮮帰国事業以来，多くの人々が

知ったのは，豊かなﾉ|ﾐiiiIiとは程遠い北帆鮮の厳しい

現実であった、このことは帰国希望者を減少させる

ことにな}〕，日本での定着の道を模索することを余

儀なくされた「‐雌’鰍lIilに対しても大きなi遡織の

変化があＩ)，１９６１ｲﾄﾞの爾事クーデターによる朴

i[煕政権の樹立以降，ベトナム戦争参戦．1972年

の維新体制の成11K．1973年の金大!'｣ＰＷＩ:，鯨氏統

,ji:件といった出来］|:の連続は，在日社会にl1ijrい影を

投げかけた。こうした一連の動きによって，Ⅱ常生

活の場であらわれてくる不条理な問題への抗議・抵

抗を示す在|]の逆liljは，次第に民族組織以外のとこ

ろから始められるようになった。

このような変化は．イピＨ朝鮮人媒体にも大きな影

響を及ぼしているェそれまでの111tを主な受け手と

する媒体は．民族組織の機関紙・誌的なものが多か

った。しかし［1本の地域社会に生活の本拠を|聞く

在[|の人々が増力Ⅱしている中で．次の］え題が火きく

収})上げられるようになっているご］）１１本社会で

の定住を前提に，いかに生存権・生活樅を確立する

か，２）「なしくずしのlil化一にいかに対処し￣民

族性」の|、複・保緋を行うか，３）既存の氏族紺織

のiii純な対立の|ルヒにとらわれず，どのように１１ﾘ1鮮

半島の南北統一を摸索するか。

『季1ﾆﾘ三千｣Ｉ１ＬＩは．「７．４共同声lﾘ1」聯の政治

変動を背景に誕Zlﾆした雑誌である：編集〃`|は．既

存の民族組織の対ｉｆの図式にとらわれず．新たな1椥

北統一の形を模索し、朝鮮141;』iの政治`ｌｉ１ｉ勢をI[lHiか

ら収１）上げ．民主化連動を古,翁を述じて文援するこ

とであったご｜可誌は1985年にピークを迎えた指紋

押捺｝Ｉｉｉ拠勤など様々な迎動に'1MわＩ)，イ１２Ⅱ朝鮮人

媒体の'１１核として，1987ｲﾄﾞまで１３ｲ'2にわたる活動

を続けたし，

またｉ季1:''二~：千里ｊは，鶴兇俊IliIli・飯沼二郎を'1」

心とする多くの'1本人執筆者が参１１１'し．’二|本人読背

をiえにfL1だしていた点に特徴があった□｜可誌の創刊

以Ijiiにも．ｉｌＪｕﾐ朝鮮ｇア朝鮮i;12,論ｊ鎌の|｣本人読者

も想定した雑誌が存在したがそれらは左翼民族主

義を背h1とするイデオロギー的な迎illlrの特徴を`|ｉｆび

ていた。－ﾉﾉ．｜il誌は］刀３千%|jの発行部数を誇1)，

日販・束販ルートで流通ざｵし．「流昔の９割以上を1二１

本人読ffが,Iiめていたごもともと少数集団を主な対

象としていたエスニック・メディアが日本人読引Pf

lFiを含む広汎な市場の存在をlﾘ]砿に意識しはじめる

のは，この時!U]からである。

198()ｲ|{代から1990年代にかけて．211k.3111を

｢''心とする媒体や連動は．ますます多様化の様ﾈⅡを

みせている１冷戦が終結した現在もなお､朝鮮判;,〉

は厳しい分断状況を脱し切れておらず、在日社会で

は．いまや祖睡|や民族文化を知らない'1t代がほとん

どを,11めている。1980年代には，ｌ可族|可士の結婚

は全体の約30％にまで落ち込み，しかも若い11ｔ代

を中心に|]本国籍取得への抵抗感が比較的薄くなっ

ている〕しかしその一方，世界的な人権意識の高揚

を背駄に，それまでの在日社会では考えられなかっ

たような連動が出てきている．

例えば､朴鐘傾氏のHilf製作所就職差別反対連動．

金敬ｲﾘ氏のriiI法試験の国籍条項撤廃連動，金銭銅氏

のlUlMﾐ金川1人拒否に抗議する動きが．個々の人々

の人椛や生活権を守る運動として表liIi化してきた二

また．地方参政権運動，地ﾉJ公務貝の国籍条項撤廃

要請．就職差別反対連動といった具体的な運動も盛

1）’２かりをみせているに，これらの迎動の焦点は，「１

本社会への定住化という現実のlllで，比族・性を維持

しながら．いかに生活権・生存椎をWIl;立し，しかも

それを１１本社会に訴えていくかである。

こうした流れに応じるように．連動にﾘﾐ践的に関

－１１５－
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身fI.〉の外lkl人犠録者は．1998年現在，約27万人

であるがⅡ，彼らは滞在資格が安定している一方、

職j1Miや住li1iのlIiiでは，日本語能力等の制約から日本

社会と隔離化する傾向にある。特に，群馬県大泉町

などの１１系人集住地域では，｜]本語を使用しなくて

も11`iiir/１１橘を常める環境が終っていることもあり，

'1本人ﾈ|:会からの隔離化が－．１１W進んでいる。また，

１部1：地域の地方分散化も起きておＩ)，地方都市や小

規模な町で周囲から孤立して生活する者も少なくな

い。そのため．どこに住む場合でも，電話による同

囚人とのコミュニケーションに加え，全国に販売網

をもつ}111通|譜新聞は，彼らの生活をつなぐ重要な役

;liIを来たしている。記事内容は，ブラジルのエスタ

ード通信やロイター通信などから配信されるニュー

スのほか．政治．経済，社会．スポーツ．レジャー．

芸能，娯楽．’三1本の生活習慣の紹介．教育α健康相

談など，多岐にわたっている。同社は．全国的に分

散している在日ブラジル人のネットワークを生かし

て．彼らの川人})する食料,WI11iliを販売店としてフラ

ンチャイズ化し，そこからさらに約千店舗に新聞を

卸すという大規模な販売網を築いた。全国の|]系人

の繋がりは情報源として記2);内容にも反映されてお

り，地〃の[1系人コミュニティや商業関連の情報が

特#ﾐされている。また，｜Ti]社は地方発のニュースを

強化するために，大阪，名古屋，浜松，太田．束〕』（

丈ﾙｶﾞを設立した。このようなﾘﾄﾞ柴は，全国的なⅡ系

人のネットワーク化に，大きな役割を果たしている

と碁えられる。

一方，中同系媒体を中心に，政治・社会評論的な

特徴があらわれていることが注目される。その典ｆｌｉｌ

的な例が1994年１０月３１１三|に発生した，東京入国

管１１１１局の灘備官がIlU国_ＭｉＥＩＩ１身の女性を殴打したﾘﾄﾞ

ｲ'ﾄに'１Mする「留学生新剛等の連載報道である。こ

れらの搬道をきっかけに，1114$件はＫＨＫや大手紙

に収1)｣こげられ,「'１国人女性に暴行を加えた入管職

貝らが処分を受けるという結果になったｃこの例は．

常に同胞の読者と密接な１１MわＩ)を雑排しているエス

ニック・メディアの報道が，かえって信頼に足るＩ１ｌｉ

報iljiiとして意識され始めていることを端的に示して

いる、:』

また，ノ<宏li11ZlJL件を境に．Il1lK11Kl内の政治をはじ

わI)，｜]本社会に|Ｈ１題提起を行なう媒体が1Mわれて

いる。例えば．「季刊サイ」は人;権啓発１．１１体のﾂﾞ;業

の一環としてl991jI：に創刊された。また「セヌリ』

は，在日および１１本人を対象とする結幡斡旋柴の一

環として1989ｲ|ﾐに(iU刊された。その背!』(にはｲE[｜

どうしの結婚比率の急減による「在[11i｢;|腿社会の空

洞化」への危機感があった｡今後，これらの媒体は，

在日社会の状況を踏まえつつ，さらに'1本社会への

問題提起の役割を強めながら展開していくと轡えら

れるＣ

ｌ990年代に入り．エスニック・メディアの分野

ではさらに大きな変助が起こっている。それは．ア

ジアや中南米出身の新来外国人が増hⅡし。彼らを対

象としたエスニック・メディアが急燗していること

である。このことによって，従来ほぼｲ['二1朝鮮人媒

体によって占められてきたエスニック・メディアの

世界は，新たな段階を迎えることになった｡

4．新来外国人の急増とエスニツク・メディアの

新段階：活字媒体から放送媒体へ

従来，［１本にAI+住する外国人といえば．ｊｉに|｢1米

外国人を指していたが1980年代から新米外'１１１人

の増加が著しくな'〕，1992年以降は新来外llil人が

旧来外国人の数を｣ﾆまわっている。その･ﾉjで，日

本への定住を希望する者が次第に増加している。定

住化の進行によって，新来外国人が意識しはじめる

のは．言語や生活保障など，生活の根本にかかわる

様々な問題であり．それがエスニック・メディアの

新たな展開を促している。現在のエスニック・メデ

ィアの総数は20O近くにのぼI〕，現在碓認されてい

る使用言語も，［１本語（53紙・謎．以1｢|可)．’Ｉ｡国

語45.：英語37．韓国・Ｉlﾘj鮮語13,ポルトガル語９，

スペイン語７，タガログ語６．タイ語・フランス語

各３．ビルマ語２．マレー語・ベトナム詔・インド

ネシア語・ウルドゥ識・ペルシア譜・ミャンマー語

各１に多様化している;`。

そのなかでも、ポルトガル語・スペイン,ilf週}:Ⅱ新

聞『インターナショナル・プレス』は，合i;↑７〃部

以｣この大規模な発行部数を誇っている。｜iil紙が対象

とするラテンアメリカ１１系人（ブラジル・ペルー(1)

－１１６－
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め，民主化述動．１２Ｍの醜'１１１，政治腐敗にIlUするiid

Pliが増力Ⅱしているほか，本国で発禁になったｲﾊﾟもし

ばしば各新聞の広ＩＷＩに掲載されているハバ楡の1］

''1の限られたｌ１ｉｌのiiuilil家や報道記者にとって．１１本

における比較的llllllな新聞・出版の環境はＩＦ典な灸

ｲﾉﾄである。この例として．ビルマ（ミャンマー）の

1988年９)]のillliクーデター以降，｜而小1からの政

ifr亡命者が[|本でエスニック・メディアを|:Ｉ付し．

民主化運動支援を行なっていることが繋げられる二

今後．在日エスニック・メディアと{Ｍ'|亜|の報道機

関が情報交換や述挑的な言論活動を行なうケース

が出てくることいち想される'"。

近年のエスニック・メディアの新たな動liilとして

注Ｈされるのがい放送訓l:業への進出である｡その契

機は．1995年に花/ｋした阪神・淡路大震災であっ

た。特に甚大な被害を被った兵庫県長111ｌｘには．多

数の在日朝鮮・ll1ljil人が戦前よ')居住しておI)．低

家賃住宅や中小]二｣)lliが多く．外国人を受け入れやす

い環境がある。そのため，多くの新来外1K1人か集(1；

しているが震災では．言業の問題を抱える彼らが

情報不足のために極めて困難な状況に陥ったL，こう

したなか．被災したｲf｢|同胞に向けて．鯨１K|・【|ﾘI鮮

i譜および'1本語で皮災情報と韓国音楽を放送するラ

ジオ局が開卜iした｡また，被災した家臆を追われ,

公園や学校での避難/IiiiUiを余儀なくされていたベト

ナム人を対象にした放送局も活動を|淵始した。１１１時

は．ボランティアらが送られてくる情報を各ＩＲＩ論に

翻訳しマイクをiiiiに'１２活情報や広報をいちはやく

提供するという状態であった。その後，状況が安定

化に向かう１１１，２つのラジオ局は合Iil:し，「ＦＭわ

いわい」としてﾂit染化され，外国人住民だけでなく，

１１本人層も想定した放送をliM始した□現ｲi;，lIIIjは，

長い歴史を通して外１１１人を受け入れてきた地域性を

''二かし，新たな￣まちづくり」に|(ﾘけた↑iji報拠点と

しての役割がＨ指されているここのように．收送媒

体は，同報性，速#|i性とともに、日本社会への･IIliiili

発偏を行なう_Lで人きなﾉJを発揮するとどえられ

る。

5．旧来外国人媒体と新来外国人媒体の比較考察：

現状と展望

以上のエスニック・メディアのI縦史をもとに．Ⅱ１

来外Ｉｌｉｌ人媒体と新来外|玉１人媒体の比較分析を試みた

い，ここで検討する主な分析ｌｌｉｌＩ１は，ｌ）活動形態

(IIJ業|)M始の釛機）－政iiL1・迎m1j的特徴が強いか．

商業的特徴が強いか，２）受け下の楓,|ｿ|:－１iil胞志向

か．Ｌ|本人志向か，３）使用言研一輔・言語重視か，

'1本語Ｊ１視か．４）民族･性の衣fMの強弱，である

以_'2の,iHllU係をlX1示したものが|xl2である。

イlﾐ'二1};ﾘ1鮮人を'１１`し､とする|[|釆外1111人媒体と．新来

外|玉|人媒体の雌も大きな机述は。氏族意識の表出の

強弱である。そｵしは．かつての１１１求外|到人が植民地

支配下の状況のなかで米L1せざるを１１１Lなかった共迦

の背蝋を持つのに対し，新来外lIl人の場合，出稼ぎ

群をＩＩ的に少なくともｎ発的に来[｜した人が多く．

媒体への要求が異なるためである。

」！Ｍ；のｲ'三[|朝鮮人媒体の場合,氏族意識に関する

'111題を1,人なテーマとして11Ｋり上げ．政治．運動的

特徴を('りらかのかたちで保持しているものは少なく

ないが比族組織の機関紙・瀧｢ｌ９な特徴や，イデオ

ロギー的特徴は相対的に後退し、｜|本での定(ＩＨをiii１

挺としたI1ihと迎動や蓋別反対述勤を雅盤にするもの

が地力llしているに：また，｜Ⅱ:代交代辮による政論観や

氏族恵織の多様化は、内容にlﾘ|らかな影響を及ぼし

ている〆〕

・ﾉﾉ．新来外国人を対象とする媒体は，llj来外ＩＲＩ

人媒体と比べて一般的に商栄的ﾘｹﾞ徴が強いが活字

媒体の｣)MrfT，同胞とのつなが')や利益擁護を重視す

るIWilｲﾘがみらオしる。活'jに:11ＭKの§'１１:'｣動機のうち，

｢ビジネスとして成り立つと琴えた」送り手が15％

であるのに対し「同国人'71上のコミュニケーショ

ンの場の必要･性」や，「日本人に11分たちの文化や

意見を伝えたい」を挙げた送I)下が85％にのぼる

ことがこのことを示唆している７．ただし新来

''１１'(|人媒体の場合，政論的特徴と11F業的特徴のnlijﾉｊ

を｣【ねIIliえる傾向があり，生活情報から政治．維済

に蘓るＩｌｌM広い内容を収I〕上げるものが多い。１９世

紀未11jlから今１１ｔ紀初頭にかけて発行された中国人媒

体は，政倫・党派的特徴が強く、商堆的特徴がまだ

－１１７－



ｉｉｎｌ１丈化Ｉｉｌｉ光１１塗れ」

図２１日来外国人媒体と新来外国人媒体の比較

１１本社会への批1;リ

政治的・民族ｉ２侭的ＩＷｉＩｉＩ

]、１１ﾘ]鮮植民地期のｲ|：''1|ﾘ|俳

人の社会三iﾐ義・比族iﾐ我的

媒体（朝鮮語＞ljｲ柵）

辛亥革命前後・満州１j変以

降の|日来中国人媒体（''１|覗Ｉ）

２．戦後初期の在[1朝鮮人の

比族組織機関紙・誌

（朝鮮語＞Ｈ本謡）

４．１季1:Ⅱ三千型』以降の

イI;111W]鮮人の言論媒体

（０１Ⅲ鮮語く日本語）

3．路線転換後の在||朝鮮人

の民族組織機関紙・識

（朝鮮詔く'1本語）

日本人志Ｉｒ１Ｉ

－般晒

同胞志向

限定層

想定する受け手

5．活字を中心とする新米

外|正|人媒体・９()ｲ|ﾐ化liii12～

（第・Fi｢iiIi＞11本論）

内
容

(趾放送を中心とする新来

外'五1人媒体・９()年代後｣'2～

（第一言語く１１本論）

政
論
的
傾
向

「1本社会への近接・統合

非政治的・非16族Ｍ&的傾|(リ

1:Uされておl)。中国における言論の自由は，海外の

１１１脈ｌｉｉ{}媒体から推進されるという現象が，1990ｲ'三

代になってもまだみられることに注Ｈされる肘･

iiii7:媒体と放送媒体では．服道而において著しい

ﾄⅡ述がみられる。活字媒体では，｝}l身匡|から送られ

てくる'lI1jjlillを．編集軒がｲ|：lllil他の滞要や利益に応

じてｌＩｊ繍集・加工する￣Ｉ１ｌｉ報の現地化」の過程を辿

るのが‐股的であるのに対し，術111L放送では，現地

からの↑I1jWiか''1様の過程を総ずに．ほぼ1111:接的に流

弱かったがそれば椛亥革命前後の政治lI1i勢を１文映

し．亡命政ih家や彼らと関わ1)の深いＷｌ学ノヒがEな

担い手であったためである。それに対し現在の''’

１通1人媒体の発１jjﾐ体の多くは営利企梁であり，豊富

な広告欄に象徴される商業的特徴を持っているが

その背景には，制・就学あるいはｌｌＩ稼ぎのために早

く日本社会に適応したいという受け手の強い禰要が

挙げられる。しかしIii述のように，天安l1llIli件以降．

本国の政治・氏二ｉ２化lIH題を取り上げる新11Mか多く剣

－１４８－
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入してくることになる～これは．ﾉﾉで，各ＩＥＩまた

はUi1i刻〕（１１ﾉlの各放送ﾊﾘの政i台・社会的,1f場の違い

がそのまま報道における視点のｲﾄ|述となって反映

されることを意I床するⅡｸﾘえば。台湾と深い繋がり

を持つイド港発の衛星放送),ｊ「ＣＴＮ''１ﾉＵでは．

｢公２１４'''1叩りな」＃|脳を強くアピールしているが

''''１《|奥地の生iilif実態等．水l1il内では|ﾘl聴できないも

のも放送しており．ｌｉｌＭ職員は，こうした放送を視

聴することで，中lEl人は｢lllilをそれまでと異なる視

点でみることができるのではないかと述べている。

これに対し，￣ＣＣＴＶ大lijr」は，Ii1Ililの'１【|衝テレ

ビ局・ｌＩｌ央電視台のiill外|(Ｉけ放送を｢'１`し､に綱成した

放送ﾙｵであり．大陸出身行の強い希望と1%;要を背景

にllMlIi)した経緯を持つnlilli肴の中間に位ｌｉｆｔするのは．

香港ＴＶＢの番組が火12を,Liめる「楽々チャイナ

(ＮＣＣＴＶ)」で．通常は娯楽性をiＭ１する綜組を

中心に放映しているが．大陸と台湾との|M1で争点に

なりそうな報道を行なう際には．iilijﾉﾉの１０K場に触れ

ることで対処しているという。これらの放送媒体の

腿１１Mは．在[]外国Ｍｌ２会において従来と腿なる政

論・社会的反応を促す』H1機になることも考えられ

る[，

活`ド媒体と異なる放送〃i(体のもう・つの特徴は，

１$業ｌｌＭ始の動機のほとんどが経済・)砿獅9動機と

強く関係していることである。放送!)蝋のための設

備投溢の規模や．事堆リスクは依然として大きく、

:新規参入荷の多くは．必然的にジャーナリズムに縁

の灘いＩ(大異業種資本に限られるため，放送内容は

(1)琵什・広告主の葱Ii1に強く影響されやすい。例え

ば，術lIlL放送局の主要株/i三は，総合商社，ＩＥｌ際電話

通信会社、ノ〔手テレビlmj，地気メーカー等の事業者

が｢''心で，ＦＭ外国語放送でも，自治体．銀行，鉄

道会社，人手新聞社，112ﾉﾉ会社等がほとんどを占め

る：

こうしたことを反lULし，放送媒体の受け下に，’１

本人11ｳﾞがl杣||している:、ＦＭ外国語放送の聡111者に

｢1丁める｜｜本人層の割合は，いずれも８５％以上にの

ぼっておＩ)1m，この背)ｉｔには．広告ｌｉである日系企

業が流llilj性が激しく，依然として安定したIli場の

確立していない外同人社公よ|〕も．比較lM11Mi貿力が

商いと砂えられる｢1本人I1Uiを受け手として魁だしは

じめたためと思われる二また．）|j場規模の|川越も火

きい｡ｌＩ１Ｉｌ(|jMI放送l可として雌もIIL<開局した￣ＣＴ

Ｎ111尺」の｣〕Mi合．収支均iﾘWDll人基準数は22～２５ﾉj

ll端であるがこれは在ll1l1lji(|人の外国人〈淀録ff総

数にほぼ|:Ｉｌ１１し．｜混られたlIjj粉と競争激化の''１でさ

らに顧容をlWI1{iするには．１１本人層を念JI1に人ｵLた

販売戦略が仏典になる（1998ｲ|：度の１１本人|ﾘJ聴肴

の割合は60～70％)。エスニック・メディアの受け

下の多くを１１ｲﾐ人層に想定する傾向は．既に『季刊

三千里』の頃からみられるが今後の放送分野では

さらに進むと考えられる。

このことは，「１本社会への情報発信のllliiiiを．届

強めるであろう｢，一万，営利企巣によるﾂﾞ蝋の場合，

過度にＨ本人1W|の取I)込みを意識しすぎると．１㎡]胞

の利続・椛統を雌優先にした政治・社会評論的lili道

が後退する''1能性が生じる。例えば，経済界と関係

が深く、広範な１１本人聴取稗の取り込みに成功した

あるラジオIIjでは．外国人ＤＪがみずからｲﾉjliliを発

信しているが放送までに放送ルウスタッフによる{iリ

､iもの内容チェックが行なわれるという二ＭIの放送

局では，エスニック・メディアにもかかわらず，電

波法等の法的lH係上．Llj染i；体が｢1本人であること

に「いびつさを感じる」と述ﾄﾞ''感をもらすスタッフ

がいた』Ⅲ心近ｲ|ﾐの経済不況や、ｉ孟要株主・広lIijﾐで

ある国際屯,iiIi会社の業界11}稀は，放送内容と１$業iiIi

lil1の兼ね合いをさらに困難にしている。コストの問

趣や．法的ililllU(によって１喋化の断念に追い込まれ

たミニＦＭITJも存在する'』ｂこれらの現状から．エ

スニック・メディアの商堆的側面の進展によって予

想される－．つの方向,性は，「異文化の商品化」とい

うべき状況である。

また近年，テレビ放送を'11心に，行政による監視

体制が強まっていることが指摘されているご例えば．

郵政省放送行政Iij長の私的懇談合一多チャンネル時

代における視聴杵と放送に側する懇談会」が．外部

からの新規参入稀の｣帥ⅡがIIL込まれる放送の蘭の確

保のために，行政がよ})強いkIAiijll・指導を↑jなわな

ければならないという解釈を川したことや，椿発言

`|『件'３，ＴＢＳ''１１題：，ペルー｢1本大使公邸人『郡

|'|:の過剰取材などを通じて，１１１会で政府が放送内容

に踏み込むことが､11然だとするような見解が航発し

－１１９－



,iiiハ史化研光１１巻:lザ

として比ｌｌｌｊ放送企業の布附随が築かれ、両者はと

もに,}､般総済成長の中．政府の庇護のもとで産業的

発展を遂げてきた。しかしこれは--万で日本型ジャ

ーナリズムという独特の体武を生みだすことにな

1)．｜iilll#に様々な弊害を生じる結果となった．「[１

本の鉄の三ｊＭＵを形作っている政治・官僚・産業

界の極端を本来批判すべきジャーナリズムもまた，

記替クラブｉｌｉＩ度などを通じて体iljllの保護・支持にま

わっているといったケースは．まさにその典型例と

いえる，

しかし現在、こうした[１本のジャーナリズムは，

放送の分野を中心に，国際的な規Ilill緩和、市場開放．

技術UUih新．新規参入等の根本的な変動に直面してい

る。その例が．海外からの巨大異業種資本の参入で

あI汎図|ﾉﾘにおけるエスニック・メディアの群生で

ある。より劇的な形で変化を促すのは，前者の変化

であろうが．様々な問題が残されているとはいえ．

（['1外l工１人による媒体も，史｣zかつてない規模で[１

本社会に硫極的な１１１]題提起・情報発信を始めてお

I)，ＬａⅢ的には従来のジャーナリズムの在I)方に影

禅を及ぼしていくことも考えられる。

特に、ｒ国内の国際化」といわれる近年の傾'１１は，

これまでの１１本社会にとって前代未聞の事態であ

I)，｜]常生活の場における文化的・宗教的背景の大

きく出なる人々との共存は，’二1本社会に根本的な'１１１

題を突きつけているといえる。こうした状況のなか

で．ますます多様化を遂げであろうエスニック・メ

ディアがこれからの日本社会のなかで，どのよう

な文化やIlli値観の衝突を引き起こすのか，あるいは

逆にどのような創造的帰結を生みだすのか。これら

の課題を今後も継続して検討していくことが蕊粁

に１J､えられた重要なテーマである。

ていることなどである。現在の言論符ll1は，１ﾘI白な

直接的的介入ではなく，自己規制等を辺じた小透|ﾘ１

な形で行なわれておI)，その形態は次第に複雑化・

構造化しているのが特徴である。この１'１で。エスニ

ック・メディアが今後どのような発展を遂げるの

か，大きな転換点に立たされている。

おわりに：エスニック・メディアの展開と日本社会

これまでの[1本の}三流媒体の歴史は．ＩＩＪい媒体が

新しい媒体を自らになぞらえて枠づけ，新しい媒体

が占い媒体を補強するといったかたちでよ')強liilな

ものになってきたといえる。そして，この独特のメ

ディア秩序の確立過程から，外国人をはじめとする

多くの「他者」が疎外されてきたふし

また，官僚を１１１核として．既存のシステムを温存，

保護したうえで，新たな組織やシステムを継ぎ足し

ていく方法は，戦後日本社会の共通パターンである

が，それがそのままメディアの分野にも適応された

結果，「1本の放送ジャーナリズムは．政府の保謹下

で純粋培養され，’１１:界の潮流から孤立化の度合を深

めてきた。

こうした日本ｌｕジャーナリズムの形成は．戦後の

民主主義の形骸化の流れと軌を|可じくしてきたとい

える。まず，全|x|紙と地方紙が併存する「ｌ県ｌ紙

体制」という新'１Ⅱ配置構造が作られた契機は．太平

洋戦争の開始とともに行政によって行なわれた

1942年の戦時新IlU統合であった。こうした状況の

'1ｺで成立した体制は，やがて日本の敗戦とともに崩

壊するようにみえたが，終戦直後のＧＨＱは，占領

の効率化を図るために||｣Ｈ本政府の統治糸1[織を温存

したため．結局，IiiR時体ｌｌｉＩの新聞配附#造はそのま

ま残されてしまった｡その後，こうした榊造を母体

－１５０－
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1９１９
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＜1875年～１９１８年：朝鮮半島の植民地

化と「武断政治」期における民族主義的

言論媒体の時代＞

江華ﾙﾘ;件

朝Ｈ修好条規（江華島条約)。１１ﾘ'１Ⅱif易規

則締結

初の'1''五１人fW学生の来Ｉ北在ｌｌＩＩﾘ|鮮人留

学生の断ｌｊＨ・出版活動の開始、１.親||稽会会

報』剣1:1｝（大朝鮮人ロ本留学化組||捲会，

在日朝鮮人系）

ドイツ '11束膠)･ﾄ|湾占領。ロシア艦隊，

旅111【(・大連,li縦lUapanTimesj（ｉＩ刊

中|玉|，戊戊変法。『東亜報ｊｒ１１Ｉｉ縦報｜創

刊（各在'''１１同人系）

'|｣！ 筏ﾄﾞⅡＩＪＩ事件。中雁|人fW学′'二の新

lifl・'１}版活動本格化

ｉＷｉＶ録.！「訳背:鍵編ｊ創刊（各'''１１１系）

『国民報ｊ創刊（'１１国系）

『新比繼靴」「新'1､説」創刊（各''''１(|系）

韓[I1jm11Iii条約（乙巳保護条約）締結。孫

文ら東京で中国|可盟会結成。「氏縦」|(ｉＩ刊

(中国系）

『大韓輿学級ｊ創刊（在日系）

韓|玉1併合

朝鮮121;&，寺内総督の言論IjiilJi激化。中

'２K'’１;亥i1lIi〔命。『｢１１国青ｲ'二学枠Ｉ（ill:'１（'1１

国系）

｢学之光嚴ｌＭｉＩ１:リ（在日系）

＜１９１９年～1930年：３．１独立運動の

発生と「文化政治」期における民族・社

会主義的言論媒体の時代＞

２．８弧'１１宣言(，３．１独立迎皿j`：｜｢新初

鮮」‘}|:Ｉ（ｲl:[1系）

『黒臘１術Ｉ|:リ（在[|系）

関東大慶災．イI:'二１朝鮮人虐殺ﾂﾄﾞ|ﾀﾞﾄﾉ斥候
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1925

＜１８６０年代～１９３０年：近代新聞の誕生

から政論ジャーナリズムの時代へ＞

ＴｈｅＮａｇａｓａｋｉＳｈｉｐｐｉｎｇＬｉｓｔａｎｄ

Adver[iserj『TheJapanHerald

?；:新l1il）創刊

r`l21r板バタヒヤ新聞」ｉｉ}|:Ｉ

lﾘI治維新

●も (初の災

『横浜征｢1新聞」（初の|｣1:||新'１１１）創刊

｢読充新聞ｊ創刊

).IlﾘIlIjWi聞露i創刊

新111紙条例の改正公布

||訟人阪毎|]新聞Ｉ創刊

人||本fii:国憲法発布。時Ｊ１;j､信社設立

IIi1Ii戦争始まる

l1ii1i休戦条約調印

lliiIj迪商航海条約調'二|】

｢ii1北新報」iJapanTimes」ｉｉＩ｢リ

llPj医刺殺される

[１本広勝社，電報迎信社設立

}]災|可盟条約の締結

｡'*徳秋水．堺利彦らが平lG社を結成．「2Ｆ

比新1剛創刊。日露iiiＷ始まる

１１朧戦争戦勝報道。平民新ljlH了共産党直

ｍｌの訳救で発行禁''二処分

|]鰍識和条約。’三|比谷公M(|事件。戒厳令｡

醐朝報，二'１〈 都，来京朝日新聞が発行

体''二処分を受ける

｢攻j[新聞紙法」公布

蝉'五|併合

大阪毎|]新聞と東京[|々新聞が合併。｝ｋ

ﾙ(Ilﾘ]｢｜・萬朝報を中心に慰政擁護運動を

腿|淵’

第一次世界大戦始まる。シーメンスツネ件

で各紙が内閣批判を行なう

米騒動。「白虹」筆禍１$件

バリ繊１'１会議始まる蒻初の新'１１１争i義

|lLl束大震災で帝都の併紙が致命的な打峻

を,受ける

治安維持法公布,。濟迩選挙法、ニュース

1ﾙ(縞の'１１前１，11け出，政ｉｈｌＭ係‘溝減や論議
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－１５２－

1９

1925

1９

1９

1931

1９

1933

1934

1935

１９３６

1937

1940

1941

1942

1943

1945

1946

1947

隊」創刊（ｲ１２[Ｉ系）

了労働同盟ｊ、ﾘ|:リ（（1ﾐ[Ｉ系）

治安維持法公ｲlj二ⅡイIﾐ｢１本朝鮮労ilill総lliIIIM

ﾎﾟIli成（機関誌「朝鮮労lmllj)。「思想述釛｣Ｉ

創刊（在'二1系）

｢太い鮮人ｊｌｒ大衆新１１１１J「11i年朝鮮」（iIlﾐ|Ｉ

(各在日系）

r現階段16111:リ（在ロ系）

＜1931年～1945年：１５年戦争の勃発と

政府によるｉｆ論；iii圧激化の|勝代＞

満州事変

i社会評論liiU刊（中[iil系)。抗'三1｢|<jri論

媒体の登jル

Ｗ閥戦線ｊｈﾘ刊（在[1系）

r来京朝鮮hL樅創刊（ｲ|ﾐ１Ｊ系）

｢民衆時報ｊｌｉｌﾘ]鮮新聞ｊ６１１刊（待在ll系)，

ilﾘ｣鮮語大衆新11Mの登場

｢民衆時報」廃{班ｉ来京朝鮮新報.！＃111:リ

(ｲｌ２ｌ]系ハ

|l中戦争始まる。「fW束新聞』悴|:１１１脚

【''１１１県同郷会1:ＩＬ７留束週報』了劇人１１|:Illi

|｢|正1際戯劇」術|Ⅱ:1１（各１''１正|系）

Ilﾘ]鮮半島でｒ束D11iI1報１ｉ朝鮮1｣報.｜が廃

|:リ

火､ｒ洋戦争始まる

金利泰，腿iEl,益ら．延安で朝鮮独Ilfli1』i'ｉ

を結成。朝鮮総督府．Ｉｌﾘ]鮮語学会会11を

ﾉＷ:検挙（i;ﾘI鮮語学会JjI件）

'|ﾘI鮮総督府，朝鮮に徴兵IliI令を公布､施行

＜1945年～1955年：民族解放から左翼

民族主義によるイデオロギー的連帯の時

代へ＞

１１本の敗戦二朝連、建ｉｉｊ:結成。『民衆新聞」

｢韓国新聞」創刊（各在|]系）

雌li1，民団結成。金斗鋳論文 ''水にお

ける朝鮮人問題」（了前衛.「創刊号）発表．

｢民主朝鮮｣１了東洋経済11級」『ウリ新|靴

i解放新聞」jiiilll:Ｉ（各在１１系）

｢外国人登録令」公布。’'１国，｜霊Ｉ共lﾉﾘ戦開

始。「新人!;ﾘI鮮」『産業liY易新聞ｊｌＩ６団新

|Ⅲ』（各在り|系）

2０

1９２８

１９２９

1９３１

1932

1９３６

1937

１９３８

1939

19`１０

1９４１

1942

]９４４

1945

4６

の放送禁'し＞束H(放送局本放送|jM始。ｉ流

尤新ｌｊｌｊラジオ版

社|;１１１ム人「'三|水放送M1会＝発足。社Ｍ法

人｣j(城放送局i没１１/：

全lJKllI1縦放送|}M始

京城．台北で|ﾉ]地播組I|]継放送開始

＜1931年～1941年：１５年戦争の勃発

と政府による新聞統合の時代＞

満州ｿＩ変巨。[li部の言論干渉激化。台湾放

送lmjの本放送|淵始

５．１５事件．新聞による11K部非難っ余

国１３２新lilljm信祉が満州国擁護の共同

宣言を発表。朝鮮放送協会設立

，。， 6事件・未曾有の言論統制。１同IMM

通信ﾄ|:設立。内''9に情報委員会設置

H111liiMi.始まる:，内務省糠保liiによ')新

聞の幣理・統合が始まる。｜]IIJ戦争でWｉ

道iliI限強化

匡|家総動員法公布。新聞１１１紙も消費制'9４

品[|に加えられる

新M｣統合広がる

大政ｊｌｉＬ賛会結成。高論統制機櫛，内|ⅢIli

報同設置

太平洋iiif争始まる。全国一斉に新聞共販

制実施。新聞事業令公布。１Ｊ本新聞連11Ｍ

を設立に:国内放送非常要綱ilill定

＜1942年～1945年：戦時言論統制体制

の完成と言論弾圧の激化＞

|]本新聞会設立。新聞統合（］県ｌ紙体

制）充］

成

戸

￣■ 戦'1#;す論統制体ｉ１ｉＵの骨格が完

賛材が欠乏．夕刊廃｣上

＜1945年～1951年：日本の降伏・占領

期における言論民主化と冷戦に伴う反動

化の時代＞

ポツダム宣言受諾（日本降伏)。同盟通イパ

解散．共同・時ﾘﾄﾞ通信社創立。ＧＨＱに

よるiiihllf言論統iliI撤廃．報jui界の民jﾐ化

促進．各紙のﾎﾟﾘ・復刊相次ぐ

'二|イ点新'１N協会設立･新聞倫理綱領決定、

,liiiirilf，反共,,,9奇論政簸に蛎換。インポ
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阪神教育闘弧大韓民|K|政府成立，’|ﾘl鮮

比j臭主義人氏共fl1腱1政府成ｉｌｆ

ｉｌＩ帷人民共flllilil成立。「liH体蜂規Ilill今Ｊ週

１１｣による朝迎・比青解散

くり|鮓戦争始まる。『解放新'111Ｊ惇｢リ

ｌｌＩ人|玉|管理令」公布。比戦結成,コア１１ﾘI鮮

評論」創刊（ｲ|:Ⅱ系）

｢外|:K|人登録法｣公布(指紋jIll捺条項迫力1肌

1｢解放新聞ｊ復'二Ｉ。ｉﾕﾄﾞﾎﾟ11と教育」剣|:Ｉ

(ｲlil]系）

１１ﾘI鮮戦争休戦協定調Elj

共和|副第８次妓高人比会議で南北1A和

的統一のアピール。中華人民共和国懲法

採択。『新しい'|ﾘ｣鮮」創|:リ（ｲIﾖ|]系）

＜1955年～1970年代：在日朝鮮人運動

の路線転換と内政不干渉的な言論活動の

時代へ＞

総連結成．在'三１１１ﾘj鮮人述勤の路線転換

rIlﾘl鮮月報｡''億111:リ（在日系）

｢１１ﾘj鮮民報』ｉｉｉﾘI鮮問題研究！'・コリア誹諭』

(１１１１:リ（各在｢1系）

i共lil新聞壜iWIlﾆリ（在'三|系）

北くりI鮮帰国斗|:雛始まる。「東和新llilj7llﾘＩ

鮮新間』『統一朝鮮新Ｍ；創刊（各在'二１

系）

韓ｌＫ１４・ｌ９ｉ１ｌｌｉ:命，李承晩大統領辞任

緯IRI軍事クーデター。軍4Ｊ政権成立。111ﾘ｝

鮮斬報』「統一･評論』創刊（各在日系）

第７次「日韓会談」にてiﾋﾟlj杉発言がｌｌＩＩ題

となる

'１緯基本条約」および「ｲliH韓国人法的

地位協定」調|§'１，「日韓条約」批准書交換､

総述｢'１央が抗縦声明

｢１１雛条約」および「在[|韓国人法的地位

協定」など発効。「協定永住樅」申請'11蛸，

中｢Ｈ１，文化人蛾命始まる

'1本政府，水(1：i許可韓1玉|人に1玉１尺健康係

険適1N。『フリーライフ ｜｜
■｡ 剣1:Ｉ（在｢|系）

民族差別問題から静岡県寸又峡で弊察と

対岐した金蛸老ﾘﾈ件が起きる。『統一I1Wij

|｢比族統一新'11Ｍ創刊（各ｲIﾐ|｣系）

1947

1948

1950

５１

1952

1953

1955

1956

1957

1959

1960

１９

1964

1965

1967

1968

1969

1970

デンノｌ７ｌﾘＬ第２次i流光争議，組合側敗退

2.1スト禁111命令．Ｈ本国懲法施行

新聞の!！;|iii検閲廃''二

新興紙全艦（155紙)。「|本放送協会設立。

朝鮮iiiW-始まる．特滞ブームヘレッド.

パージの強行

対I1iiI聯和条約・安保条約調EljQイ三面溝ｷﾞ|｜

論のiO:'１.論説Ⅱ{M1委員長，社諭転換で

退社。釿聞界におけるIＨ経営|iiiの影響ﾌﾞﾉ

復活。新'１１１出版のIlI紙統制が全面解除。

全国紙，競争激化。民間ラジオ放送開始

(新ロ本放送）

＜1952年～1972年：高度経済成長期に

おけるマスメディアの産業的発展と娯楽

化・脱政治化の進展＞

講和・安保条約発効。電波管珊委員会廃

止。［1本テレビに初の予備免許（翌年放

送開始火朝ロ・ilj;}｜・読売がjLIi1通信社

脱退

ＮＨＫテレビ放送|}M姑

保守合liil，自民党結成ｃ５５ｲ1禺体iliIの成

『経済lLl醤」（｢もはや戦後ではない｣)，高

度経済成長始まる。太宅壮一「‐憶総１コ

痴化」論唱える

ＮＨＫ・ＦＭ放送を|刑始

皇太子結婚でテレビ受像器普及。民間テ

レビ９１;i)開局

新安保条約強行採決，安保闘争･･主要新

閉「７社共|可声明上全国紙の勢力拡大．

戦後復興紙の休廃刊相次ぐ（100紙に減

少）

テレビ薙録台数１千万台突破

東京オリンピックでカラー放送本格化

大手紙系ﾀﾞﾘのスポーツ紙発刊ｲ||次ぐ

ＴＢＳテレビＦ現代の主役一［|の丸」「ハ

ノイーⅡ}英夫の証喬」が問題化

小規模地方紙休廃1:11相次ぐ。’'9〔多事件め

ぐＩ)報道の自由ｉｉｉＭｉ.起こる

日ｲ兒誕荷クラブ発足

大阪ﾉﾉｌｌｌｉで電迦がイベント剣Ｉ肌「]米安
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＜1970年代～1999年：在日社会の日本

定着化とイデオロギーの相対化・新来外

国人媒体の増加＞

jlﾘ]鮮半島，南北共同声|ﾘ}発表。職｢ｌｉｌ、維

断憲法公布，「維新体制」となる。此ｆＩｌｌＪＫ１，

社会主義懲法公布。H1Zl1lJil交回復

金大中事件。「季刊まだん」創刊（ｲIﾐ|］

系）

｢季刊三千１１４」創刊（在|]系）

蝉国，金大''１ら「民主救|玉|宣言」発衣

Iカンサイ・タイムアウト」創刊。新来外

国人媒体の議場

日中平和条約発効

鯨国．朴正熈大統領射殺される

韓国，光州ﾘi:件，全斗煥大統領就任

｢１'|垂|，ロ本への私費留学増加。「r走者新

'13Ｊ創刊（指紋押捺拒否予定者会議）

指紋押捺反対運動の盛Ｉ)’二が１兆『救膣1iiif

線ｊ創刊（ｲl2l1系）

頽ウリ生活」創刊（在'二Ｉ系）

韓国．慮泰患大統領就任。韓国|正|会i議員

選挙で野党勝利。ソウル・オリンピック

中国，日本への留学・就学ブームー

↑）

Ｍ１

ＬＥｊ創刊（ｲl;日系）「fW学生新Ⅲ（iU刊

(新来中国人媒体の登場。lii]紙は大陸以外

の読者も想定）

中国，天安'１１ｻﾄﾞ件。「セヌリ』倉Ｉ刊（在[Ｉ

系）「外liil学１ｋ新聞」「|可学新聞jnI刊

(中国系）

入管法改正。「ほるもん文化ｊ創刊（〈l:1二１

系）

|季刊サイｊ《ｉ１ＩｌＵ（在１１系）「､インターナ

ショナル・プレス』創刊

｢'↑１文導報」ボリ|:'１（｢''１ 系）
Pヨ

ジャーナ

ル・ツードベンｊ創刊（ポルトガル

「ＦＭサラン』開局（ミニＦ１1局）

了インターナショナル・プレス

ノイ』創刊（フィリピン系）

」 ｶﾞﾘ|:リ「ビ

Ｉ１ＦＭＣＯ・ＣＯ・ＬＯｊ開局（ＦＭ外

|玉|語放送局）

｢画Ｆわいわい」|;M局（コミュニティ放送liTj）

1９

1973

1974

1975

'977

1978

1981

1983

1985

1988

1989

199(）

1991

1992

]９９３

1994

1995

係Ｍ１j延長。増ページ競争本格化

|】]１二'１内閣の成立と［1本列島改造計画。ニ

クソン大統領。１１１|蚕|訪問。ｉ''1純返還|〕ii定

発効

＜1973年～1999年：新聞・放送の系列

化完成・マスメディアの総合情報産業化

と行政による言論干渉の構造化＞

第一次石油危機，高度経済成長終わる。

新聞減ページ，放送時間短縮

マスメディア瀧梁の不況，紙不足。新

聞・放送系列完成．民間放送局の競争秩

序が現われる

テレビが新聞に代わって広告費シェア第

一位。放送系列の「腸捻転」解消

毎日料突上倒産，新Ⅱ]社分離

読売．朝|]を抜いて発行部数第一位

写真週刊誌ブーム

ロッキード事件，’１１中に有罪判決

Ｇ７でプラザ合意

企業llUの業績格差拡大傾|可強まる

天!;ﾘji御でメディア「自粛｣。ＮＨＫ衛晶

第一放送が正式放送開始っ東欧の激変，

|｢1体IIjljの崩壊。ベルリンの壁撤去

バブル崩壊。読売，湾岸危機で「憲法改

正」を社説で主張

民間初の衛星放送．有料本放送開始。米

軍主jlilllの多国籍礪がイラク侵攻。湾岸戦

争をリアルタイムで放映

ＰＫＯ協力法の成立，自衛隊のカンボジ

ア派巡：バブル崩壊の影響が社会生活に

浸透

テレビリリ]日・椿報道局長の発言が問題化。

ⅣＨＫテレビ番組「奥ヒマラヤ」の「や

らせ」発覚。皇太子徳仁，小和[H雅子成

婚．ゼネコン汚jlMlの解明進む，自治体へ

波及

松本サリン事件，弊察とマスコミは被

者の111野義行さんを犯人扱い。読売新|lⅡ

社，紙ｉｉｉで憲法改ｊＥ試案を公表

阪ｲllI・淡路大震災。オウム真理教による

地1ｆ鉄サリンゼ)|:件。米兵による少女暴行
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註

９）新来外|K1人を対象とする放送媒体の概典（衣1．

２）を参Ⅱ((のこと

lO）１１）ヘiY片による聞き1lx【）（1998ｲ１K）

１２）￣ＦＭサラン」（大|攻Iljﾉ'１野区・’992ｲ１２１脚Ｍ）は，

ｉ｣:規定の１１０係で微剥な1ｕ波しか飛ばせなかったため，

聰｣lXffがなかなか定ﾎﾞ『せず．また，強ﾉjな↑u波を）'&

ばしているミニＦＭ１ｉｉｌにXIする電波､11)0Jの「収I)締

まI〕」が次蛎に厳しくな（)，活動の継続が|Ｎ難にな

った二liij1ljはこうした`ｊｌＩｉ１ｊのもとで，イ'銃のために

法人ＩＩＬ業化を検討したが，１１j波法の外|'(1人排除ｌｉＭだ

や，コストのiljll約から`たIILできず，放送体ｌｆを余倣

なくされたご

'3）1993《|ｉｌＯ１Ｉｌ３１｣，派維斬llllが，テレビ'肌l]の椿Ｍ１

道Ｉｊ長のLujk巡会砿におけるｊＩｚｎ比政椛丈持を折,j《

したという苑【;を服道し，IHI迦化した''１件。比放述

は栫発高の録１．fテープをＩＲＩ会に従'１１，１１１１１２１１に比

放連専lilfJIIIIlなど５人が処分された。

11）1996年３１１１９日，ＴＢＳがオウム10〔lul1教に阪本か

艇｜:インタビューテープをIILせた件で，ＴＢＳ人１１１

１Mr勝が参縦院法務委止I公で，|卜突否認の陳述を行なっ

たが，４１１２１１．参議院郵政委員会でＴＢＳ磯1h〃社

１２が)膿偽|M〔述を認め謝りＩＬた（５）ｊｌｌｌにｲ|:腫辞

Ｉ[）：

１５）水越(''１「新しい放送人のｲ'1貌一メディア繭的想像

ノノの堂ｎMと放送の［1111-11ﾉ|点民間放送巡１１M(Uf先ﾘﾘi綱

：放送の11111のために－多チャンネル１１ｹ代のあI〕〃を

どえる」｜|水Ⅲｉ１４ｉ諭社，１９９７

１）川村敬.,Ｌｉ］|本における外ＩＲＩ人メディアの腿'''１と

父化形成にⅢUする(iji先ｊトヨタIMI･l11991f1：1幻iH光助

成(i)｢先NII'i，1992

２）余凌「〈I：l1llIlKl人のWilⅡ１１１１版活動（1896-1911）

についての碁察」上FII人`γ:大学院修'二I彌丈。1993ﾆ

ｯﾐ藤忠秀:､''''1【1人[１本fW｡.;:史ｌくるしお''１版．1970コ

３）｜R|際迦|(絲済研究iﾘｉｒ放送の多チャンネル化とエ

スニック放送メデイアの''1能性j，1998.段lM1lll柵

アイ[ｌ１１Ｉ１ｌＫｌ人人命-1998-99年|仮さ’１本傭Wi・ｉ１１ｌｉ《1W｜

学化幻!|〔、1998二滴`j｢:媒体の他．インターネットと

ビデオを含む□’1本,;|iのカウントが多いのは．エス

ニック・メデイアの多くが１１本締をⅡliliLlしているた

めである！

４）人椅協会『､'2成lOi1:l史・イ[冊外１１《1人統i;|」

５）８）段IIlM1l1「政論粉１１１１からﾉIiiiTi↑IIiMi紙，総ｲｬ紙

へ－１１'１１(|,i(iメディアの変避」’'１水繁)蓼繍「エスニッ

ク・メディアー多文化I(1:公１１本をめざして」｜ﾘIｲiIIl：

1門.1996

(;）｜Ｈ１際IHIのｌＵＩＩＩ＄緬雌がⅡI徒になった例として．了|･抑

鵬報（SllANGHAIOVERSEASCHINESENEWS)」

紙（先『『地・Ｍｊ）の「||/|ｕ/ＩＭＬ（ｲ|;''''1[K|人,id打

がWWI・特約縞集）朧の!式みが挙げられる‐

７）「l水繁彦ドエスニック文化のﾄﾞ|:公'j｣:－コミュニ

ティ・リーダー・メデイアｊｌｌ水i;1i,諭Ｉ('二．］998

－１５５－

1997

1998

1999

|ＦＭインターウェーブ川|Ⅱﾊオ（ＦＭ外ｌＩｉｌ

詔放送局）１.IPCスペイン,Mfチャンネル 」

℃ＴＮ中天ｊ１１ＰＣブラジル・チャンネル！

開hｊ（各衛星デジタル放送lid）

｢ﾉL州国際ＦＭｊＩｌＨ局（Ｆ１l外国語放送IIJ）

｢週]:リコリアニュース」剣1:リ

糠|J(|，金大''１大統領就任。１.｢１本僑報.ＭＩ

Ｉ葛リ（'１１国系）ｉ｢楽々チャイナｊ「ＣＣＴＶ人

衝」開局（各衛lliLデジタル放送)可）

|盃|際1通話会社のiW:編の影糾Ｉがエスニッ

ク・メディアに波及

1996

1997

1998

1999

事件に抗議して７１'１純県民総決起ノミ会,１１１|：

籍・Ｃｌ几新聞の１V販制度をめぐる議論

鵬ん

ＴＢＳ磯崎社長がオウムビデオ|M1題で虚

偽陳述を認め辞任。豪ニュースコーポレ

－シヨン（ルバート・マードック社長）

が|÷１本のメディア界に進出。ｉｉＵのデジタ

ル通信衛星放送開局

ペルーの|]本大使公邸人質事件で，｜]本

のテレビlii記者が公邸内に侵入，｜刑題と

なる。ソフトバンクとニュースコーポレ

－ションがテレビ朝'二1株を朝'二|新聞社に

売却することに|可意。福岡放送・北陸放

送等でＣＭ間引き発覚

読売が'|'央公論を吸収

子どもとメディア規ilillの在|)方について

論議高まる
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表１衛星デジタル放送

111所：瞳l際迎備経済研究所「放送の多チャンネル化とエスニック放送メディアのiil能側:」（1998）より作成

－１５６－

チャンネルffi IPCブラジルチャンネル ＩＰＣスペイン鰯チャンネル C1NIl』ｿ〈 ケイチョネル

木脇(送|}i)始 Xi(|：101］1１１ XX）１１;１０)１１１１ llX)(iｲl:IOF1１１１ 1996:（l2IOljl

1i難粉稀 IPCテレビジョンネットワーク l)･テライトニュース アルツラ･クス術｝ｉｌ放送

溢水金 1億8,000万1リ １０億''１ `１値割汚万lⅡ

使111両iMi ポルトガルiMf スペイン調 111爵Ｉ砿 コリアンiMl

２i具饗箭紙JM達ﾉヒ グローポ（ブラジル）
SＵＲ

(附くlK1Il1lW米l;りけC（｢V）
CTN（汗i腱） ＭＢＣ（iim1量|〉なと・

瀞荊Ⅱﾉﾘ群 総合綱成 総ｆｆ欄1ｋ ニュース'''心 総〈了糊成（ニュース'''心）

自社I1jIj作ii:組 Ⅱｲ尽二ニース．１１本IIHIi臘蝿 11本ニュース．Ⅱｲﾐ,MfIiル なし イベントIfi鞭など

広告放送 あ8〕 あ6） なし なし

力11人散 約２ﾉ』 約3DO０ 約10ﾉノ（ベーシックカⅡ人）

I]本人視聴符のＩＭＩ合 ごく少救 約25粥 (X〕～70齢

lii年度H1幹:化1]裸 述成i商み 1901ﾅｲ'二

;i昌要株
■

村水縄ｌｊｊ，インターナショナル・プレス，１１本1畦(、１１}雛}11： IllWjVﾄﾙ．Ｉ〕ＢＣワールドワイド

テレビジョン

Ｈ商インターライフ．アルファ

映像企画．タトルモリエイジェ

ンシー．人数．光迦崎，セント

ラルキャピタル

チャンネル潴 ＫＮテレビジョン lIi々チャイナ ＣＣｌＶ大M１

水放送1111蛤 K)7ｲi二ｌｊｌＩｌ:’ 鵬{I：７ｊｊｌｌ」 暇ｲ'271］］Ⅱ

ﾘﾄﾞ離瀞粉
コリアサテライト

プロードキャスティング
新111記$'１文テレビジョン

満水企 3億1V ２値iI］
20(XX)ﾉﾌﾞ{リ

(jWfi後5pOO7JlI1）

使)iirijMi コリアンiMi １１１腿l謡 Ｉｌｌｌ亙1論

=i二要諦細iilII述元 I《BS･MBC､ＳＢＳなと

(鯉

'rVB（喬港） CCTV（IiDl亙I〉

齢組|ﾉﾘ存 総合編成 娯蟻'''心 ニュース,ドラマなど

I]社IjI作iii:靴 1．リアンニュース
アジアの災能Wj報．ハ:llilli人に

よゐニュース
なし！〕多定あＩ)）

広告肱送 あ【）

りあ

なし

lilI人数 約１万 約L300

|;I本人拠聴;淵の11iﾘ合 約20％ 30％以lＬ 約50％

lILfF度鯛宇化目標 199【1年 20(X)ｲド Z000Hi乱

主要株苧 蝉IKI池lIl・テレワーク．ＫＩ〕、
Ⅲ『文潅蝋KDD・ビックス．１１

本アンテナ

大魚商1１（倒藤）フジテレピ

ジョン

チャンネル緒 Ｃ・Ｃ・Ｃｈ チャイナー・テレビジョン
'TVE

スペインチャンネル

本放送ｌＩＩ１始 I998jIZl211 X〕年2Ⅱ XIflZ1H

ﾘﾄﾞ雛ff緒 プロードキャスト.

プランニング

シービジョン ＩＰＣテレビジョンネットワーク

満水金
1随800万}'１

(｣W櫛後２億800万1ﾘ）

:3.000万円

(jil箭縫’億200()ﾉﾉ|ﾘ）
`lIIhiaIX〕Oﾉｺﾞ11

供lⅡfiI鵬 '''1創諾 １１３１鵡冊 スペインilli

主要瀞劇1鯛逆元 Wi埖社（`''１ 各地ﾌﾞﾉl`リ（IlnlFI） TVID（スペイン）

番叙ljlfF ニュース811心 娯楽．救錐．ニュースなと’ 総合謡成

I辨l:Miﾘ作榊靴 (7)I ぁI〕）

広告放送 (ﾁﾌﾟＩ ぁI〕）

蝋年唆黒字化１１標 2001年 進成済み

●
■
二

俳契ｋ ､蕊インテック．幽分道雄，霊

井典iIi

大久Ii1-rHﾘ}・コミュニケー

ションランド．＃〔子

村ｊ〔獲り1．インターナショナル．

プレス．１１,ﾄﾐl唾(、１１商Yfル
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表２外国語放送

lll所：Ii:|際迦Iii総済lij}先iﾘｉ「放送の多チャンネル化とエスニツク放送メディアのIiJ能FlHj（1998）よI)作成

追記本論文は修士論文に力11華・修正を加えたもの

である。

－１５７－

Ｌｌｉ難ﾈ|:裕 僻llIliインターメディア エフエムインターウェープ ﾉL州ｌＩｉ１際エフエム

ステーションネーム ＦＭＣＯ・ＣＯ・ＬＯ InterＦＭ LoveＦＭ

放送エリア

人阪府，町〔MjllハイｌｌＩノ「IIJ・糸｣；し

lljおよび'１'il辺ｉｆ奨都Ilj

）|〔応(lflj231XおよびMi浜11J・Ill

lIIiIjIlj，Ｔ･蝿Iij，iIlifⅡ'|jを含む荷

#１１腱|地Mｉ

iMliiil！iLおよび化f11Mn腱ＩIｶﾞUIL,

熊ｲ蔦UiL，大分ＵＩｌ・llllIUiLの～ＩＭＩ

放送|}M始 1995ｲIﾐ1０１１１６１１ 1996ｲ'二`1１１１１１ l997Hli41j111

巌本金 ''億7,000ﾉJ''１ 15億 4億lIl

０１礫形態 災'１１１ 比1111 第三セクター

株

|jMI1W電小人版ガス，イ|;友11jA（

'二粥，松1,.屯器瀧業ほか40企雌

ジャパンタイムズ他34企Xｉ ｲl1iliililﾌﾞ，冊lilil1AL，北ﾉL州11j，ノＬ

州１１Z力．ijLiH本銀行．ｉ:MliiI鋲１j，

ﾉいIi工，lUi部ガス．IjliIl本鉄迺，

柵lIIilシティ銀ｉｆほか４７企雛.

ｉ111人

職rl散

(アルバイト・ボランティア）

２０人

(約60人）

23人

(約45人）

１５人

(約30人）

エリア|ﾉﾘ人口

(うち外11i1人）

約2,000JJ人

(約１１３ﾉj人）

約3,700ﾉｺﾞ人

(約50ﾉJ人）

約760万人

(約６万人）

|]本人聴収打の判合 約85％ 約90％ 約90％

便１１]謙語 l5iir識

[|ｲﾐ蒜，英譜，コリアンi禰，’'１

llilIi{十．ポルトガル語 スペイン

締，タイ１冊．インドネシアiMi

タガログii(i，ウルドゥーj紙上

ンデイ－１譜，ベトナムＭｉﾘシン

ハリ謡，マレーii(l，フランスIili

ｌＯｉﾆｧﾄﾞi譜

11ｲ輔i鮖災語，コリアン語，’:|’

IjillMi・ポルトガルi識スペイン

iiハタイiｉｌｉ インドネシアiiⅢ．

タガログ締．フランス締

Ⅱ本論．災

101論{;

コリアン語，１１’

IIIlWi，ポルトガル語．スペイン
君liL
Ⅱ1１ タイ綿 インドネシア

タガログi譜．フランス,ｉｌｌ

英語を除く

外ljiliilHN:紙本数ｊｕ
8６ 10 2８

典語を除く

外lJMi1i番糺[lIIillll･週
51時ＩＩ１ｊ５分 171聯'''130分 1011半''1126分


